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平成２３年５月９日 

新宿区立四谷小学校 

校長 飯田 孝一 

花子 

学校運営協議会だより 
 

４月会次第 

             ４/21(月)実施 

１・学校長あいさつ 

 ２・委員の委嘱 

３・自己紹介 

 ４・今年度の代表選出 

５・学校経営方針について 

 校長より 

・めざす学校、子どもの姿 

学校  開かれた学校 

     ＜情報発信に努める＞ 

子供 あいさつの上手な子 

   家庭学習習慣の形成 

 

 ６・年間行事予定 

    ５周年記念事業、運動会、 

移動教室、天童交歓行事、 

 ７・会議日程 

８・ボランティア募集 

 スマイルクラブ   

 ９・その他  協議会便り 

 10・質疑 

＊ 説明は明朝体、 

提案・意見はゴシック、 

決定事項は斜体で示します。 

   田谷代表より 
昨年度に引き続き、代

表を仰せつかりました。
今年度は、地域協働学校
の本格実施となります。     
強い力を結集し、前進す
る年です。 
 １年間、どうぞ宜しく
お願いいたします。 

 

学校運営協議会 委員紹介 

10 名の方々（敬称略） 

田谷 真〔代表〕元四谷第四小学校 PTA 会長 

青木 喜夫     四谷小学校 PTA 会長 

田中 健士     前四谷小学校 PTA 会長 

小西 恵子     四谷地域センター 

             運営委員会副会長 

和田 知伽子    保護者代表 

久保 謙維     四谷地区育成会 

唐澤 邦子     本塩町児童館館長 

渡邊 郁美     四谷子ども園園長 

飯田 孝一     新宿区立四谷小学校長 

  

学校長より 
平成２３年度学校経営案の概要説明。 
・新教育課程を計画的に実施。わかる授業の実践。 
・土曜日授業の年２回実施。 
  
校内の研究 
・教育の情報化を踏まえた昨年度までの研究成果をもとに、社会科で
社会科で実施。 

  確かな学力の育成をさらに進めていく。 
 
地域協働学校の本格実施について 
・開かれた学校を推進し、地域の声をさらに学校の教育に生かしてい
く。  

・自分から進んで挨拶をする子になってほしい。 
家庭学習の習慣を築いていく。 

 ・花いっぱいの美しい、緑あふれる環境としたい。 
 

開校５周年式典の実施  
・華美ではなく質素ながらも開校を祝う式典を実施する。 

 
 
質 疑   
・学習に対する意欲や家庭学習の習慣の形成を進めたいものである。 
・親子関係を良好に保つのは、日頃の積み重ねである。日常の会話が繰
り返されているかどうかなど、家庭の中での日常生活にある大切なもの
が何かを考える機会ももちたい。 
・地域協働の視点から、人が集うサロンみたいな場を設定できないか。 
具体的な活動を通して、意見交換だけに留まらない取り組みを行いた
い。こどもと保護者とのサロンみたいなものを開き、直接話し合う場
もできるとよいのでは。 

・居場所事業をさらに推進し、「四谷小スマイルクラブ」を活用し、ボ
ランティアを募りながら、保護者や地域の協力をえながら進めてい
く。いずれは、「オール四谷データーバンク」として 
いきたい。 

・スマイルクラブにて、情報の共有をすすめ、まずは 
四谷小の足下を固め、支援者を募っていく。 

 
 

 

心のふるさと 
地域協働学校 
リーフレットが 
完成しました。 
 地域協働学校 
の趣旨等をわか 
りやすく説明す 
るためのもので 
す。 
 特に、支援を 
お願いする登録 
制支援クラブ 
「スマイル クラ 
ブ」についてお 
願いしています。 

スマイル クラブの募集が、いよいよ開始されます。（近々文書にてお知らせいたします。） 

学校・家庭・地域にメリットのある継続可能な協働関係を築きましょう。 


